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約 は， 様 々 な 要 因 に よ り 本 質 的 に「 不 完 全 契 約 な い し 不 完 備 契 約
（Incomplete  contract）」となるため，制度の正当性と透明性を確保し，事
後的再交渉や機会主義に伴う非効率性を軽減するべく，紛争解決制度や国
際査察制度の導入が提案される。本書は，この二つのモデルの視点から「核
不拡散条約（NPT）」という制度の問題点と実効性を明らかにしている。
私は，近年，欧州連合（EU）における「安定成長協定（SGP）」を通じ
たユーロ圏財政ガバナンスのメカニズムを，金融集権・財政分権の構造と，
そこに内在するインセンティブ問題（本書流に言えば，「遵守問題」）に焦
点を当てながら，ゲーム理論や契約理論を使って分析してきた。それは，
ユーロ価値の維持という公共財供給への集合行為問題（フリーライダー問
題）に対して，ユーロ加盟各国にいかに「財政規律を遵守」させるかを，
安定成長協定（SGP）の制裁スキームを通じて考察するもので，モデルは
不完備契約にSGPの事後的制裁スキームを組み合わせた（本書で言う）「管
理モデル」の形をとっていた。しかし，ユーロ圏ガバナンスには，「執行モ
デル」の視点も重要であることから，「執行モデル」と「管理モデル」の両
方の要素を包含したモデルの構築の可能性という点で，大変興味を持った。
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４．「安定的な平和」という概念から出てくる（新しい？）ゲーム理論的
な問い
本書によれば，「安定的な平和」とは，「最も質の高い平和状態」であり，
達成目標である。経済学・ゲーム理論の用語を使って比喩的に言えば，「安
定的な平和」は，社会的厚生水準の高いパレート最適状態といえるだろう。
この状態を創出し（均衡として達成し），それを安定的に維持するための制
度的仕組みの設計，すなわち，「平和ガバナンス」をこの本は様々な角度か
ら分析している。では，その「安定的な平和」というのは，理論的にはど
う「安定」なのか？例えば，（国際政治や国際関係の文脈のように）不確実
性を伴う動学ゲームまたは繰り返しゲームの設定で，様々な形の再交渉
（Renegotiation）や結託（Coalition）による逸脱の可能性に対して「安定的
（Stable）な均衡」は，どのように特徴づけられるのか？本書は，こうした
純粋に理論的な関心をも喚起してくれた。
Ⅳ．まとめ
本書は，安定的な「平和圏」を樹立するための「平和創造装置」につい
て，様々な角度から分析した本，大胆に言えば，「平和ガバナンス」に関し
て理論的実証的に分析した本である。そして，平和創造装置（平和ガバナ
ンスの仕組み）の実効性と問題点を，「ゲーム理論」を主要な枠組みとして
駆使しつつ，深く検証している。
本書の評価としては，特に「体系的な構成」と「現実との緊張関係」の
２点が優れており，大変読み応えのある充実した本で，森嘉兵衛賞A賞に
相応しいというものである。
また，本書で扱うトピックは，「国際政治・国際関係」の話ではあるが，
「ゲーム理論」を通じた本質的なアイディアの部分は，殆ど「経済学」と相
通じるものがある。そこで，この書評は，ある意味で，「経済学者」の側か
鈴木基史著『平和と安全保障』
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らの「国際政治理論・国際関係理論」への覚書，アプローチノートの形を
とった。ただし，ゲーム理論の分析のロジックを，如何に適切に，国際政
治学，国際関係論の文脈の用語に言い換えることができるか，その意味で
如何に制度的詳細に精通し，その本質を把握するかが，（専門外の私にとっ
ては）重要なポイントであるように感じられた。
（東京大学出版会2007年９月272頁（定価2500円））
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